
【裏面もあります！】
■難病患者の医療助成
■中小企業支援を要請

地方政治による国際交流と多文化共生を推進！福岡県議会議員

福岡発！ただいま
政治刷新中！
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に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
大

規
模
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ

る
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。福

岡
県
議
会
タ
イ
友
好
議

員
連
盟
の
事
務
局
長
と
し
て
、

８
月
に
タ
イ
を
訪
問
し
ま
し

た
。
県
議
会
の
議
員
外
交
の

成
果
と
し
て
、
今
年
中
に
国

内
２
カ
所
目
と
な
る
タ
イ
の

総
領
事
館
が
福
岡
市
内
に
開

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日

タ
イ
両
国
間
の
さ
ら
な
る
交

流
促
進
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。今

回
、
タ
イ
南
部
の
地
方

都
市
・
ナ
コ
ン
シ
ー
タ
マ

ラ
ー
ト
市
を
訪
問
し
、
古
賀

市
消
防
団
第
１
分
団
（
筵
内

区
）
と
那
珂
川
町
の
車
両
の

計
２
台
の
消
防
車
を
贈
り
ま

国
境
を
越
え
た
人
的
・
経
済
的

文
化
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡

大
す
る
現
代
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
「
多
文
化
共
生
」
を
根
付
か
せ

て
い
く
こ
と
は
、
県
や
市
町
村
の

重
要
な
責
務
と
い
え
ま
す
。
地
方

自
治
を
推
進
す
る
う
え
で
、
避
け

て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
テ
ー
マ

で
す
。
２
０
１
９
年
に
は
福
岡
県

も
試
合
会
場
と
な
る
ラ
グ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
２
０
２
０
年

し
た
。
消
防
車
と
し
て
「
第

二
の
人
生
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、

現
地
の
地
域
防
災
力
の
強
化

に
役
立
っ
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
古
賀
市
の
消
防
車
が
タ

イ
に
贈
ら
れ
る
の
は
、
バ
ン

コ
ク
都
で
既
に
活
躍
し
て
い

る
第
17
分
団
（
谷
山
区
）
の

も
の
に
続
き
、
２
台
目
と
な

り
ま
す
。

福
岡
県
議
会
は
バ
ン
コ
ク

都
議
会
と
の
友
好
提
携
に
基

づ
き
、
こ
の
11
年
、
交
流
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
バ
ン
コ
ク
都
の
「
地
域

防
災
力
を
高
め
た
い
」
と
い

う
要
請
を
受
け
、
県
内
市
町

村
に
協
力
を
求
め
、
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
消
防
車
を
贈
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
バ
ン
コ
ク
都
に
は

第
17
分
団
の
車
両
を
含
む
10

台
の
消
防
車
を
寄
贈
し
、
現

地
の
防
火
活
動
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
交
流

の
輪
は
、
バ
ン
コ
ク
都
に
と

ど
ま
ら
ず
、
タ
イ
国
内
の
他

ﾒｰﾙ
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タイ南部ナコンシータマラート市に贈られた
古賀市消防団の車両＝８月７日

の
都
市
に
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
ナ
コ
ン
シ
ー

タ
マ
ラ
ー
ト
市
で
す
。
今
回

の
２
台
の
贈
呈
式
に
は
、
ナ

コ
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト
市
の

あ
る
県
知
事
も
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
場
で
、

新
た
に
八
女
市
の
消
防
車
１

台
と
飯
塚
市
の
ご
み
収
集
の

パ
ッ
カ
ー
車
２
台
の
計
３
台

を
同
県
に
贈
る
調
印
式
も
行

い
ま
し
た
。

ナ
コ
ン
シ
ー
タ
マ
ラ
ー
ト

市
と
は
、
福
岡
県
の
私
立
柳

川
高
校
が
附
属
タ
イ
中
学
校

を
２
０
１
６
年
、
現
地
に
開

校
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

交
流
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

柳
川
高
校
は
、
附
属
タ
イ
中

学
校
の
現
地
の
生
徒
さ
ん
た

ち
に
柳
川
高
校
に
進
学
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
国
際
交
流

や
多
文
化
共
生
を
促
進
す
る

考
え
で
、
こ
う
し
た
手
法
は

田辺かずき

■ブログ

■facebook
■Twitter 

■ホームページ http://www.tanabe-kazuki.jp/

検索で

http://ameblo.jp/tanabe-kazuki/

http://www.facebook.com/kazuki.tanabe
@tanabe_kazuki アカウント→

田辺の政治活動を
連日発信中！

全
国
的
に
も
先
駆
的
な
取

り
組
み
と
言
え
、
福
岡
県

議
会
と
し
て
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
附
属
タ
イ
中
学
校

も
あ
ら
た
め
て
訪
問
し
、

未
来
の
福
岡
と
タ
イ
の
懸

け
橋
と
な
る
子
ど
も
た
ち

と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ビ
ー
・

消防車などを贈ったナコンシータマラート県知事と

・



「軽症」難病患者への医療費助成 特例の周知徹底を要請

福岡県は中小企業支援にも力を入れていま

す。このほど、古賀市商工会さんからご提案

をいただき、藤本芳博会長や商工振興委員の

皆さんと一緒に小川洋知事を表敬訪問しまし

た。知事からは県の産業振興や国際交流など

を説明してもらいました。昨年、県庁11階の

物産観光展示室「福岡よかもんひろば」に出

展した企業さんも紹介し、全国屈指の板金加

工技術を持つナダヨシの植木剛彦社長からは

知事の肖像を贈呈。私自身も地元の産業振興

に向けた決意を新たにしました。あわせて、

県議会棟も見学。多くの皆さんに地方自治に

関心を持っていただくため、こうした機会を

大切にしていきたいと思います。

中小企業支援による
産業振興を 知事訪問

ブログやフェイスブックなどによる連日の情報発信に
加え、紙ベースの報告書（１～２カ月に１回のペースで
発行）で活動をお伝えしており、ご希望の方には郵送さ
せていただいています。事務所（０９２－６９２－８５１０）
までご連絡ください。

【対話集会を開催】 【県政報告書の発送】
私の政治活動は県民の皆さんの「声」があってこそ。

各地の公民館で対話集会を開催しており、ご連絡をい
ただければサークル活動などにも足を運び、活動報告
と意見交換をさせていただいています。事務所（０９２－
６９２－８５１０）まで。

田辺かずき事務所からのおしらせ

小川洋知事（右）から県の産業振興などについて
熱心に説明を受ける＝県庁で

議
会
に
お
け
る
問
題
提
起
と
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
が
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
新
聞
の
報
道
に

よ
り
、
難
病
患
者
の
方
々
へ
の
医
療
費

助
成
制
度
が
今
年
か
ら
変
更
と
な
り
、

助
成
対
象
か
ら
外
れ
た
「
軽
症
」
の
患

者
さ
ん
の
規
模
が
十
数
万
人
に
上
る
と

み
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
今
回
の
制
度
変
更
が
あ
っ

て
も
、
医
療
費
が
高
額
と
な
る
場
合
は

軽
症
者
も
特
例
と
し
て
助
成
対
象
と
な

れ
る
の
に
、
こ
の
周
知
が
患
者
本
人
や

医
療
機
関
に
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
福
岡
県
議
会
の
厚
生
労
働
環
境
委

員
会
で
、
同
じ
会
派
の
岩
元
一
儀
議
員

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）
が
指
摘
し
、

県
は
軽
症
者
の
特
例
に
つ
い
て
当
事
者

が
認
識
し
や
す
い
よ
う
周
知
の
際
に
明

確
化
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
医
療

機
関
に
対
し
て
も
周
知
を
徹
底
す
る
考

え
で
す
。

ま
た
、
県
に
よ
る
と
、
制
度
変
更
前

に
助
成
を
受
け
、
経
過
措
置
と
し
て
３

年
間
は
病
状
の
軽
重
に
関
わ
ら
ず
助
成

を
受
け
て
き
た
経
過
措
置
対
象
者
２
万

９
９
７
５
人
の
う
ち
、
８
・
２
％
に
当

た
る
２
４
４
８
人
が
不
認
定
と
な
っ
て

い
た
こ
と
が
判
明
。
軽
症
者
特
例
は
３

３
８
４
人
（
11
・
３
％
）
で
し
た
。
こ

の
数
字
が
判
明
し
た
ベ
ー
ス
は
毎
日
新

聞
の
調
査
報
道
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
制
度
変
更
の
問
題
は
、

軽
症
者
が
助
成
対
象
か
ら
原
則
外
れ
る

こ
と
で
、
行
政
が
軽
症
者
の
実
態
を
つ

か
め
な
く
な
り
、
疾
患
の
全
体
像
が
分

か
ら
な
く
な
る
点
に
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
軽
症
者
が
重
症
化
し
た
際
の
迅
速

な
対
応
に
も
影
響
し
ま
す
。
こ
の
点
、

私
か
ら
福
岡
県
行
政
に
指
摘
し
、
課
題

を
共
有
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
記
事
は
、
私
が
２
０

０
３
年
に
毎
日
新
聞
に
入
社
し
た
際
の

同
期
で
あ
る
横
田
愛
記
者
の
特
報
。
こ

う
し
た
優
秀
な
仲
間
の
頑
張
り
に
私
も

励
ま
さ
れ
ま
す
。

８
月
の
対
話
集
会
は
舞
の
里
２
区
集
会
所
で
開

催
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
私
か
ら
西
日
本
豪
雨
の
被

災
地
支
援
活
動
や
知
事
へ
の
要
請
活
動
を
報
告
。

議
会
提
案
の
成
果
で
あ
る
県
立
特
別
支
援
学
校
に

お
け
る
医
療
的
ケ
ア
体
制
の
強
化
、
東
京
五
輪
に

向
け
た
ル
ー
マ
ニ
ア
柔
道
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
活
動

や
タ
イ
王
国
総
領
事
館
の
福
岡
設
置
な
ど
の
活
動

を
通
じ
た
国
際
交
流
や
多
文
化
共
生
の
重
要
性
に

つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

＜田辺かずき プロフィール＞
1980年 5月16日生まれ
1987年 暁の星幼稚園 卒園
1993年 花鶴小学校 卒業
1996年 古賀中学校 卒業
1999年 福岡県立福岡高校 卒業（高51回）
2003年 慶應義塾大学法学部法律学科 卒業

毎日新聞社 入社、福井支局 配属
2006年 大阪本社社会部 配属
2011年 福岡県議会議員 初当選

厚生労働環境委員会（～13年）
国際交流推進対策調査特別委員会（～13年）

2013年 新社会推進商工委員会（～15年）
防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会
（～15年)

2015年 福岡県議会議員 2期目当選
広域行政推進対策調査特別委員会・副委員長
（～17年）

【所属】福岡県議会・農林水産委員会
同・スポーツ振興・国際交流推進調査特別委員会
同・タイ友好議員連盟事務局長
同・スポーツ議員連盟幹事

国民民主党全国青年委員長
国民民主党【衆議院】福岡県第４区総支部代表代行
福中・福高同窓会顧問
古賀竟成館高校後援会名誉顧問

【家族】会社員の妻、11歳の長男、8歳の長女
古賀東小学校PTCA前会長（PTCA＝PTA＋地域のC）

古
賀
市
内
各
地
で

対
話
集
会
を
開
催
中
！

さ
ら
に
、
高
齢
者
ら
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避

難
支
援
を
は
じ
め
地
域
防
災
の
具
体
的
な
実
効
性

確
保
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

人
手
不
足
の
問
題
や
行
政
か
ら
の
補
助
金
の
要
件

設
定
の
あ
り
方
な
ど
つ
い
て
意
見
交
換
。
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
！

８
月
15
日
、
終
戦
の
日
。
平
成
最
後
と
な
る

福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
が
福
岡
武
道
館
で
開
か
れ
、

私
も
県
議
と
し
て
参
列
し
ま
し
た
。
正
午
、
黙
祷
。

戦
没
者
の
皆
様
、
戦
災
死
没
者
の
皆
様
、
全
て
の

先
人
の
皆
様
に
感
謝
し
、
御
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん

こ
と
を
祈
り
、
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
不
戦
を
誓
い
、
恒
久
平
和
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

政
治
の
究
極
目
標
は
世
界
平
和
で
す
。
戦
後

73
年
。
先
の
大
戦
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
私
た
ち
の
世
代
は
、

体
験
者
の
方
々
か
ら
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
「
追
体
験
」
し
、
子
ど
も
た
ち
や
孫
た
ち
に
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
つ
な
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
武
道
館
で
開
か
れ
た
全
国
戦
没
者
追
悼
式

で
、
天
皇
陛
下
は
「
戦
後
の
長
き
に
わ
た
る
平
和

な
歳
月
に
思
い
を
致
し
つ
つ
、
こ
こ
に
過
去
を
顧

み
、
深
い
反
省
と
と
も
に
、
今
後
、
戦
争
の
惨
禍

が
再
び
繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、
全
国

民
と
共
に
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た
人
々
に

恒
久
平
和
へ
決
意

県
戦
没
者
追
悼
式

対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、
世
界
の
平
和

と
我
が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
の
追
悼
式
で
は
、
福
岡
県
遺
族
連
合
会

（
古
賀
誠
会
長
）
か
ら
、
天
皇
陛
下
に
靖
国
神
社

を
参
拝
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
た
い
と
の

思
い
が
あ
ら
た
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
・
福

岡
高
校
の
大
先
輩
で
、
２
年
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

新
宮
松
比
古
・
元
県
議
会
議
長
（
県
遺
族
会
連
合

会
会
長
代
行
、
元
自
民
党
県
連
会
長
）
と
二
人
で

お
話
し
し
た
際
、
天
皇
陛
下
ご
参
拝
へ
の
思
い
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
戦
争
体
験
を
継
承
し
、
皆

様
と
と
も
に
、
平
和
で
安
定
し
た
国
家
、
地
域
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
す
。


